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雲仙市議会だより●78号（令和5年5月）

開かれた議会推進のためのコミュニケーション誌

議会を傍聴してみませんか？

委 員 長　前田　 哲　　
副委員長　藤本 淳次郎
委　　員　平野 利和、上田 　篤
　　　　　林田 哲幸、山本 松一

議会広報編集特別委員会

　爽やかな季節となりました。新しい
年度が始まり１カ月、よりよいスター
トとなったことと存じます。私ども「議
会だより」を編集している委員も心機
一転張り切っております。
　今月中には、世の中の仕組みを一変
させた「新型コロナウイルス」も一般
的なインフルエンザと同等扱いとなり、
普通の生活ができるようになります。
明るい話題に飛躍の年になるのではと
期待されます。
　一方、物価高騰は、収まりを見せず
厳しい経済情勢は続きそうですが、皆
さまの暮らしの中に幸多きことを祈っ
ております。　　　　　　（前田　哲）

編　集　後　記

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、議会
広報編集特別委員会（議会事務局）までお寄せください。

お知らせ

令和４年度 雲仙ふるさと景観百選受賞作品【新緑の森で祈る／撮影場所：瑞穂町】

６月5日（月）～
　 ６月30日（金）です

令和５年第2回雲仙市議会定例会の
会期日程（案）は

■一般質問　６月１５日（木）～ ６月２０日（火）
■議案質疑　６月２１日（水）
■委員会　　文教厚生常任委員会
　　　　　　６月２２日（木）
　　　　　　産業建設常任委員会
　　　　　　６月２２日（木）・２３日（金）
　　　　　　総務常任委員会
　　　　　　６月２３日（金）

～あなたの声をお聞かせください～
　市民の皆さまにおかれましては、平素より雲仙市
議会にご関心をお寄せいただき、厚くお礼申し上げ
ます。
　昨今、地方議会選挙における投票率の低下、無投票
や若者と女性の議員が少ないなどの課題があります。
　このような状況のもと、雲仙市議会では、議会活
性化特別委員会を設置し、議会活動の活性化や議員
の定数・報酬など調査・研究を行っております。
　その一環として、このたび市民の皆さまにアン
ケートを実施することにしました。
　ご面倒をおかけしますが、本アンケートの趣旨を
ご理解いただき、回答にご協力くださいますようよ
ろしくお願いします。

※一般質問の日程は、質問者数など
により変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、
議場へ足をお運びください。主な内容主な内容

P２ 令和５年度事業 ピックアップ
P9 常任委員会報告
P13 市政を問う「一般質問」

P19 議会のうごき
P20 雲仙市議会に関する

市民アンケート

令和５年５月
議会活性化特別委員会

アンケートの回答方法

令和5年5月1日から5月31日まで

①　下の二次元コードをタブレットや
スマートフォンで読み込むと、アン
ケート回答ページが開き、回答がで
きます。

②　上記の二次元コードで回答できな
い方は、市役所、各総合支所にアン
ケート用紙を設置しますので、鉛筆
か黒のボールペンで記入して、「アン
ケート回収箱」へ投函してください。

アンケート実施期間

アンケート
二次元コード
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定住促進対策事業 7,905万円
【事業目的】
　定住・移住に関する支援を行い、市内の方の定住及び市外の方の移住を促進し、人口減少対策お
よび地域コミュニティの維持・活性化を図る。

令和5年度一般会計当初予算 298億27万円
ピックアップ令和５年度事業 ピックアップ令和５年度事業

【事業内容】
　①定住促進奨励補助金
　　・新築住宅取得補助金　・中古住宅購入補助金
　②移住促進空き家リフォーム補助金
　　【内容】対象者に空き家活用団体を追加
　③若者ＵＩターン家賃補助金
　④お試し住宅の運営
　⑤空き家等情報登録制度（空き家バンク）の運営
　⑥空き家バンク登録奨励金
　　【内容】対象者に空き家活用団体を追加
　⑦空き家活用促進奨励補助金
　　・空き家物件調査補助金　・家財道具等片付け補助金　・空き家仲介手数料補助金
　⑧定住促進奨学資金償還補助金
　⑨地域産業雇用創出チャレンジ支援事業移住支援金
　　【内容】子どもがいる世帯への加算措置の拡充
　⑩高校生寮費等支援補助金

　⑪ながさき移住サポートセンターとの連携
　⑫移住希望者等に対する情報発信など

子どもの遊び場整備事業 1,736万円
【事業目的】
   　子育て環境を充実させ、本市への移住・定住を促進するため、既存施設の活
用を基本とした全天候型施設や、他の施設との併用・連携を図った、子どもの
遊び場「うんぜん　ほっと・フィールド（仮称）」の整備を図る。

【事業内容】
　子どもの遊び場にかかる「基本計画」の策定

【内容】市内の高校に通学する高校生の寮費などを支援
【交 付 目 的】

【補 助 対 象】

【補　助　額】

【補助対象者】
【財　　　源】

・転入し入学する学生の確保による人口の維持及び増加
・市内高等学校の存続による地域活性化
市内高等学校の寄宿舎などの舎費（食費を除く）
※雲仙市に住民票がある生徒に係るものに限る
１人当たり5,000円/月（60,000円/年）
※県の寄宿舎運営費補助金の対象となっている寄宿舎は対象外
市内高等学校の寄宿舎などの運営者
ふるさと納税
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行政デジタル化推進事業 7,634万円
【事業目的】
　デジタル技術を導入し、定型的業務を中心とした市役所業務を効率化することで、
職員が住民サービスに向き合う時間を増やし、住民サービスの向上を図る。

【事業内容】
①マイナンバーカードを活用してコンビニなどの店舗において

 　住民票などの交付を行うコンビニ交付の導入
②市役所窓口における申請の簡素化を図る “書かない窓口” の導入
③申請から使用料の支払いまでをオンライン上で完結できる施設

 　予約システムの導入　
④ＲＰＡの活用（定型的なパソコン作業・処理を人に代わり自動化）
⑤ＡＩ－ＯＣＲの活用（紙帳票をシステムで読み取り、記載内容を電子化）
⑥チャットサービスの活用（パソコンやスマートフォンを使った業務連絡など）
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出産・子育て応援事業【新規】 2,736万円

送迎用バス安全装置導入支援事業【新規】 600万円

【事業目的】
　全ての妊婦や子育て家庭が安心して出産・子育てができるように、妊娠届け出時から妊産婦に寄
り添い、面談などにより必要な支援につなげる伴走型相談支援と併せて、妊娠届と出生届後に経済
的支援を行う。

【事業内容】
　●「伴走型相談支援」と「経済的支援」、２つの支援で子育て家庭をサポート！

【事業目的】
　送迎用バスの置き去り防止を支援する安全装置の義務化
に伴い、保育所などが行う安全装置導入を支援し、子ども
の安心・安全を確保する。

※令和４年度　一般会計補正予算（第７号）において、3,473 万円

【事業内容】
　車内での幼児の見落としを防止するブザーなどの
安全装置導入のための支援を行う。
　①保育所など　　　　基準額 30万円 ×18台（10カ所）＝540万円

　　②放課後児童クラブ　基準額 30万円 ×  2 台（2カ所）  ＝  60 万円

医療的保育ケア児保育支援事業【新規】 2,238万円
【事業目的】
 　日常生活を営むために医療的援助を必要とする状態にある児童（医療的ケア児）
が、保育所などの利用を希望する場合に、受け入れが可能となるよう保育所など
の体制を整備し、医療的ケア児に対する地域生活支援の向上を図る。

【事業内容】
 　保育所などにおいて、看護師などを配置し、医療的ケア
に従事させることや保育士などが医療的ケアを行うために
必要な研修を受講するための支援を行い、医療的ケア児
の受け入れを可能とする体制を整備する。
①看護師などを配置して医療的ケアを行う場合
　基本分単価：1カ所当たり　年額　529万円
②保育補助者配置加算
　加算分単価：1カ所当たり　年額　217万円

老朽危険空家等除却支援事業 1,100万円
【事業目的】
 　老朽化などによる危険な空き家住宅・空き建築物の除却を行う者に対し、除却費
の一部を補助することにより、安全・安心な住環境づくりを促進する。

伴走型相談支援

妊娠期から出産、子育てまで、保健師や助産師が相談に応じます。
３回の面談を実施
　面談①　妊 娠 届  時　… 全ての妊婦
　面談②　妊娠８カ月頃　… 希望する妊婦のみ
　面談③　出 生 届  後　… 全ての産婦（養育者）

経 済 的 支 援

妊娠届を提出した後と、出生届を提出した後に経済的な支援を行います。
２回の給付金を支給
　●出 産 応 援（面談①時）　…妊婦１人当たり５万円
　●子育て応援（面談③時）　…出生児１人当たり５万円
給付金の対象者
　●申請時に本市に住所を有し、それぞれの面談を受けた人
　●他の自治体で、出産・子育て応援事業（現金やクーポンなど）の給付を
　　受けていない人
※この事業の対象者は令和４年４月１日以降に出生した子を養育する人です。対
象の人で、この事業開始（令和５年３月１日）前に出生した子を養育している人
へは個別に通知を行います。詳しくは、子ども支援課（電話 0957-47-7874）
にお問い合わせください。 

【事業内容】
〔対象建築物〕
  ・市内にある建築物（木造または鉄骨造）で、現在使用
 　されていない建築物
  ・構造の腐朽または破損が著しく、危険性が大きいと判
　 断される建築物
  ・空き建築物にあっては、上記に加え、周辺の住環境を
 　悪化させ、もしくは公衆の安全の確保に著しい支障を
　 きたすおそれがあるもの
〔対象経費〕
  ・除却工事費（国の標準除却費を限度とする）に10分
 　の8を乗じて得た額
〔補助金額〕

空き建築物【拡充】空き家住宅

対象経費の 2分の1
補助上限額 50万円

対象経費の 4分の1
補助上限額 20万円
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②保育補助者配置加算
　加算分単価：1カ所当たり　年額　217万円

老朽危険空家等除却支援事業 1,100万円
【事業目的】
 　老朽化などによる危険な空き家住宅・空き建築物の除却を行う者に対し、除却費
の一部を補助することにより、安全・安心な住環境づくりを促進する。

伴走型相談支援

妊娠期から出産、子育てまで、保健師や助産師が相談に応じます。
３回の面談を実施
　面談①　妊 娠 届  時　… 全ての妊婦
　面談②　妊娠８カ月頃　… 希望する妊婦のみ
　面談③　出 生 届  後　… 全ての産婦（養育者）

経 済 的 支 援

妊娠届を提出した後と、出生届を提出した後に経済的な支援を行います。
２回の給付金を支給
　●出 産 応 援（面談①時）　…妊婦１人当たり５万円
　●子育て応援（面談③時）　…出生児１人当たり５万円
給付金の対象者
　●申請時に本市に住所を有し、それぞれの面談を受けた人
　●他の自治体で、出産・子育て応援事業（現金やクーポンなど）の給付を
　　受けていない人
※この事業の対象者は令和４年４月１日以降に出生した子を養育する人です。対
象の人で、この事業開始（令和５年３月１日）前に出生した子を養育している人
へは個別に通知を行います。詳しくは、子ども支援課（電話 0957-47-7874）
にお問い合わせください。 

【事業内容】
〔対象建築物〕
  ・市内にある建築物（木造または鉄骨造）で、現在使用
 　されていない建築物
  ・構造の腐朽または破損が著しく、危険性が大きいと判
　 断される建築物
  ・空き建築物にあっては、上記に加え、周辺の住環境を
 　悪化させ、もしくは公衆の安全の確保に著しい支障を
　 きたすおそれがあるもの
〔対象経費〕
  ・除却工事費（国の標準除却費を限度とする）に10分
 　の8を乗じて得た額
〔補助金額〕

空き建築物【拡充】空き家住宅

対象経費の 2分の1
補助上限額 50万円

対象経費の 4分の1
補助上限額 20万円
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議案 第 13 号

議案 第 14 号

議案 第 15 号

議案 第 16 号

議案 第 17 号

議案 第 18 号

議案 第 19 号

令和４年度雲仙市水道事業会計補正予算（第３号）案について

令和５年度雲仙市一般会計予算案について

令和５年度雲仙市国民健康保険特別会計予算案について

令和５年度雲仙市後期高齢者医療特別会計予算案について

令和５年度雲仙市国民宿舎事業特別会計予算案について

令和５年度雲仙市温泉浴場事業特別会計予算案について

令和５年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計予算案について

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議案 第 ９ 号 令和４年度雲仙市一般会計補正予算（第８号）案について 原案可決

議案 第 11 号 令和４年度雲仙市温泉浴場事業特別会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 12 号 令和４年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計補正予算（第４号）案
について 原案可決

議案 第 10 号 令和４年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）案について 原案可決

防災対策システム整備事業 1億3,007万円
【事業目的】
　災害対策本部の事務および情報整理の煩雑さを解消し、迅速な意思決定を行うとともに、危険
箇所などを常時監視できる体制を構築し、迅速かつ的確な判断につなげ、市民への適時、適正な
避難情報の提供を行うため、防災対策システムの整備を行う。 

【事業内容】
　　事業期間：令和３年度～令和５年度全体事業費　2億3,868万円　
　　①防災対策システム整備
　　②市内危険箇所への防災カメラ整備
　　③各総合支所および近隣自治体、
　　　消防署とのテレビ会議システム整備
　　④雨量観測システム整備
　　⑤聴覚障がい者用文字表示戸別受信機整備

令和５年第１回雲仙市議会臨時会（R5.2.10開催）　議決結果
議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

議案 第 １ 号

議案 第 ２ 号 公有水面埋立に関する意見について 原案可決

原案可決令和４年度雲仙市一般会計補正予算（第７号）案について

令和５年第１回雲仙市議会定例会　議決結果
議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

議案 第 ３ 号 原案可決

議案 第 ４ 号 雲仙市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

雲仙市一般公園条例の一部を改正する条例について

原案可決

議案 第 ５ 号 雲仙市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 ６ 号
雲仙市子ども・子育て会議条例及び雲仙市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
について

原案可決

議案 第 ７ 号
雲仙市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び
雲仙市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について

原案可決

議案 第 ８ 号 雲仙市水道事業給水条例の一部を改正する条例について 原案可決

　子どもの福祉医療の対象者が４月１日から高校生世代まで拡大されます！
　子どもの福祉医療では、これまで小学生と中学生を対象に助成を行ってきました。４月１日から対
象者を拡大し、高校生世代まで助成します。

【条例改正の主な内容】
①子どもの対象年齢を中学生から高校生世代まで拡大する（４月から実施）
②支払い方法について、乳幼児のみ実施している現物給付を中学生まで拡充する（10月から実施）
　なお、高校生世代は償還払いによる支払い

▶現物給付…病院窓口での治療費は一部負担金のみ
▶償還払い…病院窓口で治療費をいったん支払い、
　　　　　　後で市から払い戻しを受ける

議案 第５号 雲仙市福祉医療費の支給に関する条例の一部を
改正する条例
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議案 第 13 号

議案 第 14 号

議案 第 15 号

議案 第 16 号

議案 第 17 号

議案 第 18 号

議案 第 19 号

令和４年度雲仙市水道事業会計補正予算（第３号）案について

令和５年度雲仙市一般会計予算案について

令和５年度雲仙市国民健康保険特別会計予算案について

令和５年度雲仙市後期高齢者医療特別会計予算案について

令和５年度雲仙市国民宿舎事業特別会計予算案について

令和５年度雲仙市温泉浴場事業特別会計予算案について

令和５年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計予算案について

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議案 第 ９ 号 令和４年度雲仙市一般会計補正予算（第８号）案について 原案可決

議案 第 11 号 令和４年度雲仙市温泉浴場事業特別会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 12 号 令和４年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計補正予算（第４号）案
について 原案可決

議案 第 10 号 令和４年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）案について 原案可決

防災対策システム整備事業 1億3,007万円
【事業目的】
　災害対策本部の事務および情報整理の煩雑さを解消し、迅速な意思決定を行うとともに、危険
箇所などを常時監視できる体制を構築し、迅速かつ的確な判断につなげ、市民への適時、適正な
避難情報の提供を行うため、防災対策システムの整備を行う。 

【事業内容】
　　事業期間：令和３年度～令和５年度全体事業費　2億3,868万円　
　　①防災対策システム整備
　　②市内危険箇所への防災カメラ整備
　　③各総合支所および近隣自治体、
　　　消防署とのテレビ会議システム整備
　　④雨量観測システム整備
　　⑤聴覚障がい者用文字表示戸別受信機整備

令和５年第１回雲仙市議会臨時会（R5.2.10開催）　議決結果
議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

議案 第 １ 号

議案 第 ２ 号 公有水面埋立に関する意見について 原案可決

原案可決令和４年度雲仙市一般会計補正予算（第７号）案について

令和５年第１回雲仙市議会定例会　議決結果
議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

議案 第 ３ 号 原案可決

議案 第 ４ 号 雲仙市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

雲仙市一般公園条例の一部を改正する条例について

原案可決

議案 第 ５ 号 雲仙市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 ６ 号
雲仙市子ども・子育て会議条例及び雲仙市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
について

原案可決

議案 第 ７ 号
雲仙市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び
雲仙市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について

原案可決

議案 第 ８ 号 雲仙市水道事業給水条例の一部を改正する条例について 原案可決

　子どもの福祉医療の対象者が４月１日から高校生世代まで拡大されます！
　子どもの福祉医療では、これまで小学生と中学生を対象に助成を行ってきました。４月１日から対
象者を拡大し、高校生世代まで助成します。

【条例改正の主な内容】
①子どもの対象年齢を中学生から高校生世代まで拡大する（４月から実施）
②支払い方法について、乳幼児のみ実施している現物給付を中学生まで拡充する（10月から実施）
　なお、高校生世代は償還払いによる支払い

▶現物給付…病院窓口での治療費は一部負担金のみ
▶償還払い…病院窓口で治療費をいったん支払い、
　　　　　　後で市から払い戻しを受ける

議案 第５号 雲仙市福祉医療費の支給に関する条例の一部を
改正する条例
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議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

議案 第 20 号 原案可決

議案 第 21 号 令和５年度雲仙市下水道事業会計予算案について

令和５年度雲仙市水道事業会計予算案について

原案可決

議案 第 22 号 教育長の任命について 原案可決

議案 第 23 号 令和４年度雲仙市一般会計補正予算（第９号）案について 原案可決

議案 第 24 号 令和５年度雲仙市一般会計補正予算（第１号）案について 原案可決

諮問 第1～2号 人権擁護委員候補者の推薦について 同　　意

賛　　否　　表
議席番号

※本会議において否決及び賛否
　が分かれた議案について掲載
　しています。

○賛成　　●反対　　▲欠席　　※議長（松尾文昭）は、採決に加わらない。

1
藤
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淳
次
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○

2
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一
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○

3
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己

●

●

5
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○

6
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7
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●
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一

○
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17
小
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明

○

○

18
平
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　利
和

○

○

令和５年度雲仙市一般会計予算案

令和５年度雲仙市後期高齢者医療特別
会計予算案

結
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表
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可決

可決

16:2

16:2

　令和2年3月1日に就任さ
れ、1期3年にわたり教育
長として市の教育発展に粉
骨砕身ご尽力いただきまし
た。
　今後のご健勝、ご多幸を
お祈り申し上げます。

退任された
下田教育長

德永　卓  氏
とくなが たかし

令
和
５
年
７
月
１
日
〜

　
令
和
８
年
６
月
30
日（
３
年
間
）（再任） （再任）
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護
委
員
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件
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３
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〜
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２
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３
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育
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………………………………
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が

あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
団

体
が
現
時
点
で
あ
る
の
か
。

小
浜
町
に
１
団
体
あ
る
。
こ

の
団
体
は
、
県
の
補
助
事
業

を
活
用
す
る
た
め
に
認
定
さ

れ
た
団
体
で
あ
り
、
市
内
で

１
団
体
し
か
認
定
で
き
な

い
。
市
独
自
の
空
き
家
活
用

団
体
登
録
制
度
を
つ
く
り
、

空
き
家
活
用
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

答答 問

公
共
交
通
対
策
事
業
と
し

て
、
路
線
バ
ス
や
島
原
鉄
道

に
対
す
る
各
種
補
助
金
な
ど

約
６
２
４
６
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
関
係
市
町
で
赤

字
補
填
も
必
要
だ
。
市
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

島
原
鉄
道
の
鉄
道
部
門
は
赤

字
経
営
が
続
い
て
い
る
の

で
、
県
主
導
で
立
ち
上
げ
た

鉄
道
の
在
り
方
を
検
討
す
る

「
島
原
鉄
道
活
性
化
検
討
部

会
」
で
令
和
７
年
度
を
め
ど

に
方
向
性
を
出
す
予
定
で
あ

る
。

現地視察（吾妻町牛口東公園）

答
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議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

議案 第 20 号 原案可決

議案 第 21 号 令和５年度雲仙市下水道事業会計予算案について

令和５年度雲仙市水道事業会計予算案について

原案可決

議案 第 22 号 教育長の任命について 原案可決

議案 第 23 号 令和４年度雲仙市一般会計補正予算（第９号）案について 原案可決

議案 第 24 号 令和５年度雲仙市一般会計補正予算（第１号）案について 原案可決

諮問 第1～2号 人権擁護委員候補者の推薦について 同　　意

賛　　否　　表
議席番号

※本会議において否決及び賛否
　が分かれた議案について掲載
　しています。

○賛成　　●反対　　▲欠席　　※議長（松尾文昭）は、採決に加わらない。

1
藤
本 

淳
次
郎

○

○

2
山
本 

　松
一

○

○

3
大
山 

　真
一

○

○

4
矢
﨑 

　勝
己

●

●

5
前
田 

　
　哲

○

○

6
渡
辺 

　勝
美

○

○

7
佐
藤 

　義
隆

○

○

8
林
田 

　哲
幸

○

○

9
坂
本 

　弘
樹

○

○

10
酒
井 

　恭
二

○

○

11
深
堀 

　善
彰

○

○

12
上
田 

　
　篤

●

●

13
町
田 

　康
則

○

○

14
大
久
保 

正
美

○

○

15
小
畑 

　吉
時

○

○

16
元
村 

　康
一

○

○

17
小
田 

　孝
明

○

○

18
平
野 

　利
和

○

○

令和５年度雲仙市一般会計予算案

令和５年度雲仙市後期高齢者医療特別
会計予算案

結

　
　
　果

表

　決

　数

可決

可決

16:2

16:2

　令和2年3月1日に就任さ
れ、1期3年にわたり教育
長として市の教育発展に粉
骨砕身ご尽力いただきまし
た。
　今後のご健勝、ご多幸を
お祈り申し上げます。

退任された
下田教育長

德永　卓  氏
とくなが たかし

令
和
５
年
７
月
１
日
〜

　
令
和
８
年
６
月
30
日（
３
年
間
）（再任） （再任）

木村　一徳  氏
 き  むら かずのり

人
権
擁
護
委
員

人
事
案
件

大津　善信  氏
おお  つ   よしのぶ

令
和
５
年
３
月
１
日
〜

　
令
和
８
年
２
月
28
日（
３
年
間
）

教
育
長

………………………………

常任委員会報告

総

　務

松
尾

　文
昭

平
野

　利
和

元
村

　康
一

深
堀

　善
彰

佐
藤

　義
隆

渡
辺

　勝
美

上
田

　
　篤

委
員
長

副
委
員
長

委員会

広
報
推
進
課

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

問

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
事
業
と
は
何
か
。

雲
仙
市
民
で
よ
か
っ
た
と

誇
り
に
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
市
民
向
け
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
と
、
選
ば
れ

る
ま
ち
に
な
る
た
め
の
市

外
向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
す
る
た
め
、
民
間

事
業
者
の
持
つ
多
様
な
媒

体
を
活
用
し
情
報
発
信
す

る
も
の
で
あ
る
。

多
様
な
媒
体
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

新
聞
、テ
レ
ビ
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
動
画
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
民
間
事
業
者
が
持
つ
媒

体
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
利

用
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。

答問答

市
民
安
全
課

消
防
本
部
の
一
本
化

問意
見

常
備
消
防
費
に
お
い
て
、

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏

組
合
負
担
金
と
島
原
地
域

広
域
市
町
村
圏
組
合
負
担

金
の
算
出
方
法
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏

組
合
は
各
市
に
あ
る
消
防

施
設
の
職
員
割
が
85
％
、

人
口
割
が
15
％
と
い
う
算

出
方
法
で
あ
り
、
島
原
地

域
広
域
市
町
村
圏
組
合
は

基
準
財
政
需
要
額
を
も
と

に
算
出
さ
れ
て
い
る
。

１
つ
の
市
で
２
つ
の
消
防

本
部
の
管
轄
に
分
か
れ
て

い
る
現
状
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
消
防
本
部
の

一
本
化
を
要
望
し
て
き
た

が
、
２
つ
の
組
合
で
負
担

金
の
算
出
方
法
が
異
な
る

点
に
つ
い
て
も
今
後
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

地
域
づ
く
り
推
進
課

空
き
家
活
用
団
体

公
共
交
通
対
策
の
在
り
方

問

定
住
促
進
対
策
事
業
の
拡
充

と
し
て
、
移
住
促
進
空
き
家

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
と
空
き

家
バ
ン
ク
登
録
奨
励
金
の
補

助
対
象
者
に
空
き
家
活
用
団

体
を
追
加
す
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
団

体
が
現
時
点
で
あ
る
の
か
。

小
浜
町
に
１
団
体
あ
る
。
こ

の
団
体
は
、
県
の
補
助
事
業

を
活
用
す
る
た
め
に
認
定
さ

れ
た
団
体
で
あ
り
、
市
内
で

１
団
体
し
か
認
定
で
き
な

い
。
市
独
自
の
空
き
家
活
用

団
体
登
録
制
度
を
つ
く
り
、

空
き
家
活
用
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

答答 問

公
共
交
通
対
策
事
業
と
し

て
、
路
線
バ
ス
や
島
原
鉄
道

に
対
す
る
各
種
補
助
金
な
ど

約
６
２
４
６
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
関
係
市
町
で
赤

字
補
填
も
必
要
だ
。
市
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

島
原
鉄
道
の
鉄
道
部
門
は
赤

字
経
営
が
続
い
て
い
る
の

で
、
県
主
導
で
立
ち
上
げ
た

鉄
道
の
在
り
方
を
検
討
す
る

「
島
原
鉄
道
活
性
化
検
討
部

会
」
で
令
和
７
年
度
を
め
ど

に
方
向
性
を
出
す
予
定
で
あ

る
。

現地視察（吾妻町牛口東公園）

答
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総
合
窓
口
課

条
例
改
正

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額

問

出
産
育
児
一
時
金
の
額
を

40
万
８
千
円
か
ら
48
万
８

千
円
に
改
正
す
る
と
の
説

明
だ
が
、
雲
仙
市
に
お
け

る
出
産
費
用
の
平
均
は
ど

れ
く
ら
い
な
の
か
。

平
均
は
49
万
円
で
あ
る
。

出
産
費
用
の
額
が
不
足
す

る
が
今
回
の
改
正
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

今
回
の
条
例
改
正
は
、
健

康
保
険
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
市

で
は
独
自
に
出
産
さ
れ
た

保
護
者
に
子
ど
も
１
人
当

た
り
20
万
円
の
赤
ち
ゃ
ん

支
援
金
の
制
度
を
設
け
て

い
る
。

答問答

学
校
教
育
課

中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行

問

中
学
校
の
部
活
動
地
域
移

行
の
方
向
性
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

市
の
現
状
は
、
生
徒
数
が

減
少
し
、
団
体
種
目
に
つ

い
て
は
中
学
校
単
独
で
の

チ
ー
ム
編
成
が
難
し
く

な
っ
て
お
り
、
競
技
ご
と

の
体
制
づ
く
り
を
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

競
技
団
体
の
指
導
者
や
市

の
ス
ポ
ー
ツ
協
会
な
ど
と

協
議
を
重
ね
、
よ
り
よ
い

方
向
性
を
見
い
だ
し
て
ほ

し
い
。

答

環
境
政
策
課

令
和
５
年
度

温
泉
浴
場
事
業
特
別
会
計

予
算
案
（
浜
の
湯
）

問

財
政
調
整
基
金
を
全
て
取
り

崩
し
、
一
般
会
計
か
ら
１
７

１
万
８
千
円
の
繰
入
金
を
計

上
し
て
い
る
が
、
赤
字
解
消

の
方
策
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

特
別
会
計
は
独
立
採
算
が
原

則
で
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
は
好
ま
し
く
な

い
と
考
え
る
。
ま
ず
は
、
利

用
者
の
増
加
を
図
る
対
策
を

講
じ
、
そ
れ
で
も
対
応
が
追

い
つ
か
な
い
場
合
は
、
近
隣

施
設
の
料
金
な
ど
を
参
考
に

使
用
料
の
見
直
し
を
早
急
に

行
う
必
要
が
あ
る
。

☆
附
帯
決
議

　
本
委
員
会
は
、
令
和
５
年
度

雲
仙
市
温
泉
浴
場
事
業
特
別
会

計
予
算
案
に
対
し
、

「
使
用
料
の
値
上
げ
を
早
期
に
検

討
し
、
赤
字
を
解
消
す
る
こ
と
」

と
の
附
帯
決
議
を
付
け
ま
し
た
。

答

常任委員会報告

文
教
厚
生

大
久
保
正
美

酒
井

　恭
二

矢
﨑

　勝
己

藤
本
淳
次
郎

大
山

　真
一

前
田

　
　哲

委
員
長

副
委
員
長

委員会意
見

現地視察（雲仙市環境センター）

現地視察（多比良港工業団地）

問答

ど
の
よ
う
な
業
種
の
誘
致

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

今
、
県
に
お
い
て
半
導
体

関
連
産
業
な
ど
の
誘
致
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
市
に

お
い
て
も
、
半
導
体
関
連

産
業
な
ど
も
対
象
に
で
き

る
よ
う
、
水
が
ど
れ
ぐ
ら

い
使
え
る
の
か
調
査
す
る

必
要
が
あ
り
、
令
和
４
年

度
か
ら
井
戸
と
河
川
の
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

多
比
良
港
工
業
団
地
の

企
業
誘
致

企
業
誘
致
推
進
室

産
業
建
設

小
田

　孝
明

小
畑

　吉
時

林
田

　哲
幸

山
本

　松
一

坂
本

　弘
樹

町
田

　康
則

委
員
長

副
委
員
長

委員会

問答

凍
結
防
止
に
お
い
て
、
ど

の
く
ら
い
の
水
量
を
出
す

の
か
指
導
を
し
な
い
と
、

結
果
的
に
余
分
な
水
ま
で

流
す
こ
と
に
な
る
。
十
分

に
指
導
を
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

寒
波
が
来
る
前
に
広
報
な

ど
を
行
っ
て
お
り
、
ご
指

摘
の
と
お
り
、
ど
れ
く
ら

い
水
を
出
し
た
ら
い
い
の

か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も

あ
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

事
前
に
広
報
紙
な
ど
に

よ
っ
て
適
量
な
水
の
出
し

方
な
ど
を
広
く
周
知
し
て

い
き
た
い
。

問答

旅
館
な
ど
の
料
金
は
ど
う

な
る
の
か
。

今
回
の
料
金
改
定
後
は
使

用
量
に
応
じ
た
料
金
体
系

と
な
り
、
基
本
料
金
の
差

額
以
外
は
他
と
同
じ
に
な

る
。

水
道
課

水
道
管
凍
結
防
止

水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正

問答

国
立
公
園
利
用
拠
点
滞
在

環
境
等
上
質
化
事
業
の
繰

り
越
し
理
由
は
何
か
。

地
熱
に
よ
る
燗
付
け
の
一

元
化
に
向
け
た
地
獄
の
湯

量
調
査
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
の
被
災
後
か
ら
湯
量

が
不
安
定
な
状
態
で
あ

り
、
調
査
や
関
係
者
な
ど

と
の
協
議
に
時
間
を
要
し

た
こ
と
。
ま
た
、
雲
仙
地

獄
を
ど
の
よ
う
な
形
で
整

備
す
る
か
に
つ
い
て
も
、

関
係
機
関
な
ど
と
の
協
議

に
時
間
を
要
し
た
た
め
で

あ
る
。

観
光
物
産
課

雲
仙
地
獄
の
整
備

問答

老
朽
危
険
空
家
等
除
却
支

援
事
業
は
ど
の
よ
う
な
内

容
な
の
か
。

も
と
も
と
住
宅
で
あ
っ
た

危
険
な
老
朽
危
険
空
き
家

を
補
助
対
象
と
し
て
い
た

が
、
令
和
５
年
度
か
ら
拡

充
し
、
通
行
人
や
周
辺
の

建
物
へ
支
障
を
来
す
可
能

性
が
あ
る
倉
庫
な
ど
の
危

険
な
空
き
建
築
物
も
補
助

対
象
と
す
る
予
定
で
あ

る
。

建
築
課

老
朽
危
険
空
家
の

除
却
支
援

地
球
温
暖
化
対
策

問

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
の
内

容
は
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

の
改
定
を
行
う
も
の
で
、
バ

イ
ナ
リ
ー
発
電
の
サ
ポ
ー
ト

や
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

の
普
及
促
進
、
市
が
管
理
す

る
施
設
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
の
把
握
な
ど
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

答
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総
合
窓
口
課

条
例
改
正

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額

問

出
産
育
児
一
時
金
の
額
を

40
万
８
千
円
か
ら
48
万
８

千
円
に
改
正
す
る
と
の
説

明
だ
が
、
雲
仙
市
に
お
け

る
出
産
費
用
の
平
均
は
ど

れ
く
ら
い
な
の
か
。

平
均
は
49
万
円
で
あ
る
。

出
産
費
用
の
額
が
不
足
す

る
が
今
回
の
改
正
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

今
回
の
条
例
改
正
は
、
健

康
保
険
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
市

で
は
独
自
に
出
産
さ
れ
た

保
護
者
に
子
ど
も
１
人
当

た
り
20
万
円
の
赤
ち
ゃ
ん

支
援
金
の
制
度
を
設
け
て

い
る
。

答問答

学
校
教
育
課

中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行

問

中
学
校
の
部
活
動
地
域
移

行
の
方
向
性
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

市
の
現
状
は
、
生
徒
数
が

減
少
し
、
団
体
種
目
に
つ

い
て
は
中
学
校
単
独
で
の

チ
ー
ム
編
成
が
難
し
く

な
っ
て
お
り
、
競
技
ご
と

の
体
制
づ
く
り
を
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

競
技
団
体
の
指
導
者
や
市

の
ス
ポ
ー
ツ
協
会
な
ど
と

協
議
を
重
ね
、
よ
り
よ
い

方
向
性
を
見
い
だ
し
て
ほ

し
い
。

答

環
境
政
策
課

令
和
５
年
度

温
泉
浴
場
事
業
特
別
会
計

予
算
案
（
浜
の
湯
）

問

財
政
調
整
基
金
を
全
て
取
り

崩
し
、
一
般
会
計
か
ら
１
７

１
万
８
千
円
の
繰
入
金
を
計

上
し
て
い
る
が
、
赤
字
解
消

の
方
策
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

特
別
会
計
は
独
立
採
算
が
原

則
で
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
は
好
ま
し
く
な

い
と
考
え
る
。
ま
ず
は
、
利

用
者
の
増
加
を
図
る
対
策
を

講
じ
、
そ
れ
で
も
対
応
が
追

い
つ
か
な
い
場
合
は
、
近
隣

施
設
の
料
金
な
ど
を
参
考
に

使
用
料
の
見
直
し
を
早
急
に

行
う
必
要
が
あ
る
。

☆
附
帯
決
議

　
本
委
員
会
は
、
令
和
５
年
度

雲
仙
市
温
泉
浴
場
事
業
特
別
会

計
予
算
案
に
対
し
、

「
使
用
料
の
値
上
げ
を
早
期
に
検

討
し
、
赤
字
を
解
消
す
る
こ
と
」

と
の
附
帯
決
議
を
付
け
ま
し
た
。

答

常任委員会報告

文
教
厚
生

大
久
保
正
美

酒
井

　恭
二

矢
﨑

　勝
己

藤
本
淳
次
郎

大
山

　真
一

前
田

　
　哲

委
員
長

副
委
員
長

委員会意
見

現地視察（雲仙市環境センター）

現地視察（多比良港工業団地）

問答

ど
の
よ
う
な
業
種
の
誘
致

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

今
、
県
に
お
い
て
半
導
体

関
連
産
業
な
ど
の
誘
致
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
市
に

お
い
て
も
、
半
導
体
関
連

産
業
な
ど
も
対
象
に
で
き

る
よ
う
、
水
が
ど
れ
ぐ
ら

い
使
え
る
の
か
調
査
す
る

必
要
が
あ
り
、
令
和
４
年

度
か
ら
井
戸
と
河
川
の
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

多
比
良
港
工
業
団
地
の

企
業
誘
致

企
業
誘
致
推
進
室

産
業
建
設

小
田

　孝
明

小
畑

　吉
時

林
田

　哲
幸

山
本

　松
一

坂
本

　弘
樹

町
田

　康
則

委
員
長

副
委
員
長

委員会

問答

凍
結
防
止
に
お
い
て
、
ど

の
く
ら
い
の
水
量
を
出
す

の
か
指
導
を
し
な
い
と
、

結
果
的
に
余
分
な
水
ま
で

流
す
こ
と
に
な
る
。
十
分

に
指
導
を
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

寒
波
が
来
る
前
に
広
報
な

ど
を
行
っ
て
お
り
、
ご
指

摘
の
と
お
り
、
ど
れ
く
ら

い
水
を
出
し
た
ら
い
い
の

か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も

あ
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

事
前
に
広
報
紙
な
ど
に

よ
っ
て
適
量
な
水
の
出
し

方
な
ど
を
広
く
周
知
し
て

い
き
た
い
。

問答

旅
館
な
ど
の
料
金
は
ど
う

な
る
の
か
。

今
回
の
料
金
改
定
後
は
使

用
量
に
応
じ
た
料
金
体
系

と
な
り
、
基
本
料
金
の
差

額
以
外
は
他
と
同
じ
に
な

る
。

水
道
課

水
道
管
凍
結
防
止

水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正

問答

国
立
公
園
利
用
拠
点
滞
在

環
境
等
上
質
化
事
業
の
繰

り
越
し
理
由
は
何
か
。

地
熱
に
よ
る
燗
付
け
の
一

元
化
に
向
け
た
地
獄
の
湯

量
調
査
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
の
被
災
後
か
ら
湯
量

が
不
安
定
な
状
態
で
あ

り
、
調
査
や
関
係
者
な
ど

と
の
協
議
に
時
間
を
要
し

た
こ
と
。
ま
た
、
雲
仙
地

獄
を
ど
の
よ
う
な
形
で
整

備
す
る
か
に
つ
い
て
も
、

関
係
機
関
な
ど
と
の
協
議

に
時
間
を
要
し
た
た
め
で

あ
る
。

観
光
物
産
課

雲
仙
地
獄
の
整
備

問答

老
朽
危
険
空
家
等
除
却
支

援
事
業
は
ど
の
よ
う
な
内

容
な
の
か
。

も
と
も
と
住
宅
で
あ
っ
た

危
険
な
老
朽
危
険
空
き
家

を
補
助
対
象
と
し
て
い
た

が
、
令
和
５
年
度
か
ら
拡

充
し
、
通
行
人
や
周
辺
の

建
物
へ
支
障
を
来
す
可
能

性
が
あ
る
倉
庫
な
ど
の
危

険
な
空
き
建
築
物
も
補
助

対
象
と
す
る
予
定
で
あ

る
。

建
築
課

老
朽
危
険
空
家
の

除
却
支
援

地
球
温
暖
化
対
策

問

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
の
内

容
は
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

の
改
定
を
行
う
も
の
で
、
バ

イ
ナ
リ
ー
発
電
の
サ
ポ
ー
ト

や
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

の
普
及
促
進
、
市
が
管
理
す

る
施
設
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
の
把
握
な
ど
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

答
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 や ざき　 かつ み

うえ だ　　　　あつし

山本　松一……Ｐ14

矢﨑　勝己……Ｐ15

上田　　篤……Ｐ17

もとむら　やすかず

おおやま 　しんいち

ふかほり 　よしあき

元村　康一……Ｐ14

大山　真一……Ｐ16

深堀　善彰……Ｐ17
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町田  康則 議員

　
　
　
　
令
和
４
年
１
月
７
日
、

長
崎
県
知
事
に
な
る
前
に
大
石
賢

吾
氏
に
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、

県
政
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

を
頂
い
た
。
14
項
目
が
書
い
て
あ

り
、
最
後
に
知
事
退
職
金
３
１
４

４
万
円
の
辞
退
と
い
う
項
目
が

あ
っ
た
の
で
、
な
ぜ
な
の
か
聞
い

た
。
大
石
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
非
常
事
態
を
県
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
自

ら
の
身
を
切
る
覚
悟
が
必
要
と
判

断
し
、
知
事
退
職
金
１
期
４
年
に

あ
た
り
３
１
４
４
万
円
を
辞
退
す

べ
き
と
思
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

　
退
職
金
が
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と

は
、
４
年
間
の
所
得
で
大
変
な
違

い
に
な
っ
て
く
る
。雲
仙
市
長（
人

口
４
万
人
）
は
、
給
与
１
３
５
５

万
円×

４
年
で
５
４
２
０
万
円
＋

退
職
金
２
０
６
１
万
円
で
合
計
７

４
８
１
万
円
に
な
り
、
長
崎
県
知

事
（
人
口
１
３
７
万
人
）
は
、
給

与
１
７
１
６
万
円×
４
年
で
６
８

６
４
万
円
（
退
職
金
ゼ
ロ
）
と
な

り
、市
長
よ
り
６
１
７
万
円
低
い
。

　
大
阪
府
知
事
（
人
口
８
８
３
万

人
）
は
、
給
与
１
５
５
８
万
円×

４
年
で
６
２
３
２
万
円
（
退
職
金

ゼ
ロ
）
な
の
で
、
市
長
よ
り
１
２

４
９
万
円
低
い
。

　
大
阪
市
長（
人
口
２
７
５
万
人
）

は
、
給
与
１
４
９
９
万
円×

４
年

で
５
９
９
６
万
円（
退
職
金
ゼ
ロ
）

な
の
で
、
市
長
よ
り
１
４
８
５
万

円
低
い
状
況
で
あ
る
。

　
大
阪
府
内
の
退
職
金
ゼ
ロ
の
首

長
は
、
14
首
長
あ
り
、
７
割
・
５

割
カ
ッ
ト
も
18
首
長
あ
る
。

　
金
澤
市
長
の
退
職
金
減
額
の
考

え
は
。

　
　
　
　
雲
仙
市
と
長
崎
県
は
そ

れ
ぞ
れ
果
た
す
べ
き
役
割
が
違
う

の
で
、
そ
の
よ
う
な
比
較
に
つ
い

て
、
私
が
意
見
を
申
し
述
べ
る
立

場
に
は
な
い
と
考
え
る
。

市三役の退職金減額を
議
員

市
長

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

鹿
児
島
県 
南
九
州
市
議
会

福
岡
県 

大
川
市
議
会

福
岡
県 

田
川
市
議
会

【
調
査
項
目
】

　
・
議
員
定
数
・
報
酬
及
び
費
用
弁
償
、
政
務
活
動
費

　
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
調

査
項
目
に
つ
い
て
、
九
州
管
内
で

人
口
５
万
人
未
満
の
３
市
議
会
に

お
い
て
行
政
調
査
を
行
っ
た
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
３
市

議
会
と
も
改
選
の
た
び
に
削
減
さ

れ
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
定
数
現
状
維
持
派
は
、「
議
員

を
減
ら
せ
ば
市
民
の
声
が
市
政
に

届
き
に
く
く
な
る
」、
定
数
削
減

派
は
、「
議
会
自
体
の
存
在
と
議

員
の
質
が
問
わ
れ
て
い
る
。
少
数

精
鋭
の
議
会
を
目
指
す
べ
き
」
な

ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
て
若
年
層
の
立
候

補
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど

の
話
で
あ
っ
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
い
て
は
、
南
九

州
市
議
会
と
田
川
市
議
会
に
お
い

て
は
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
て
、

便
利
な
ツ
ー
ル
と
し
て
利
活
用
さ

れ
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
よ
る
事
務

の
効
率
化
と
経
費
削
減
が
図
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
今
回
の
調
査
を
参
考
と
し
て
、

今
後
の
検
討
課
題
の
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

須恵町議会

田川市議会

行政調査報告

１
月
23
日
〜
25
日

福
岡
県 

須
恵
町
議
会

【
調
査
項
目
】

　
・
議
会
だ
よ
り
の
取
り
組
み
状
況

　
須
恵
町
議
会
の
「
議
会
だ
よ

り
」
は
、
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
何
度
も
上
位
の
表
彰

を
受
け
て
お
り
、
優
秀
な
広
報

編
集
特
別
委
員
会
で
あ
る
。

　
円
卓
の
テ
ー
ブ
ル
前
に
テ
レ

ビ
モ
ニ
タ
ー
が
数
台
置
い
て
あ

り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
モ
ニ
タ
ー

に
資
料
を
映
し
出
す
形
で
研
修

が
行
わ
れ
た
。

　「
市
民
の
声
を
掲
載
す
る
欄
を

設
け
た
ら
ど
う
か
」、「
写
真
を

も
っ
と
多
く
使
っ
た
ほ
う
が
読

ん
で
も
ら
い
や
す
い
」、「
余
白

が
少
な
い
。
そ
の
ペ
ー
ジ
に
活

字
が
多
す
ぎ
る
と
読
者
は
、
疲

れ
て
読
む
の
を
や
め
て
し
ま

う
」、「
表
紙
の
写
真
の
作
者
に

撮
影
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
材

し
て
掲
載
し
て
は
ど
う
か
」
な

ど
、
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ

た
。

　
今
後
の
紙
面
づ
く
り
の
参
考

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

２
月
１
日
〜
２
日

研
修
研
修



1213 雲仙市議会だより●78号（令和5年5月）雲仙市議会だより●78号（令和5年5月）

市政を問う市政を問う 9名の議員が一般質問9名の議員が一般質問

一般質問は、質問者自身が会議録をもとに原稿を作成しています。

町田　康則……Ｐ13

坂本　弘樹……Ｐ15

平野　利和……Ｐ16

まち だ　 やすのり

さかもと　 ひろき

ひらの　　としかず

やまもと　 まついち

 や ざき　 かつ み

うえ だ　　　　あつし

山本　松一……Ｐ14

矢﨑　勝己……Ｐ15

上田　　篤……Ｐ17

もとむら　やすかず

おおやま 　しんいち

ふかほり 　よしあき

元村　康一……Ｐ14

大山　真一……Ｐ16

深堀　善彰……Ｐ17

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

町田  康則 議員

　
　
　
　
令
和
４
年
１
月
７
日
、

長
崎
県
知
事
に
な
る
前
に
大
石
賢

吾
氏
に
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、

県
政
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

を
頂
い
た
。
14
項
目
が
書
い
て
あ

り
、
最
後
に
知
事
退
職
金
３
１
４

４
万
円
の
辞
退
と
い
う
項
目
が

あ
っ
た
の
で
、
な
ぜ
な
の
か
聞
い

た
。
大
石
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
非
常
事
態
を
県
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
自

ら
の
身
を
切
る
覚
悟
が
必
要
と
判

断
し
、
知
事
退
職
金
１
期
４
年
に

あ
た
り
３
１
４
４
万
円
を
辞
退
す

べ
き
と
思
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

　
退
職
金
が
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と

は
、
４
年
間
の
所
得
で
大
変
な
違

い
に
な
っ
て
く
る
。雲
仙
市
長（
人

口
４
万
人
）
は
、
給
与
１
３
５
５

万
円×

４
年
で
５
４
２
０
万
円
＋

退
職
金
２
０
６
１
万
円
で
合
計
７

４
８
１
万
円
に
な
り
、
長
崎
県
知

事
（
人
口
１
３
７
万
人
）
は
、
給

与
１
７
１
６
万
円×

４
年
で
６
８

６
４
万
円
（
退
職
金
ゼ
ロ
）
と
な

り
、市
長
よ
り
６
１
７
万
円
低
い
。

　
大
阪
府
知
事
（
人
口
８
８
３
万

人
）
は
、
給
与
１
５
５
８
万
円×

４
年
で
６
２
３
２
万
円
（
退
職
金

ゼ
ロ
）
な
の
で
、
市
長
よ
り
１
２

４
９
万
円
低
い
。

　
大
阪
市
長（
人
口
２
７
５
万
人
）

は
、
給
与
１
４
９
９
万
円×

４
年

で
５
９
９
６
万
円（
退
職
金
ゼ
ロ
）

な
の
で
、
市
長
よ
り
１
４
８
５
万

円
低
い
状
況
で
あ
る
。

　
大
阪
府
内
の
退
職
金
ゼ
ロ
の
首

長
は
、
14
首
長
あ
り
、
７
割
・
５

割
カ
ッ
ト
も
18
首
長
あ
る
。

　
金
澤
市
長
の
退
職
金
減
額
の
考

え
は
。

　
　
　
　
雲
仙
市
と
長
崎
県
は
そ

れ
ぞ
れ
果
た
す
べ
き
役
割
が
違
う

の
で
、
そ
の
よ
う
な
比
較
に
つ
い

て
、
私
が
意
見
を
申
し
述
べ
る
立

場
に
は
な
い
と
考
え
る
。

市三役の退職金減額を
議
員

市
長

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

鹿
児
島
県 

南
九
州
市
議
会

福
岡
県 

大
川
市
議
会

福
岡
県 

田
川
市
議
会

【
調
査
項
目
】

　
・
議
員
定
数
・
報
酬
及
び
費
用
弁
償
、
政
務
活
動
費

　
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
調

査
項
目
に
つ
い
て
、
九
州
管
内
で

人
口
５
万
人
未
満
の
３
市
議
会
に

お
い
て
行
政
調
査
を
行
っ
た
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
３
市

議
会
と
も
改
選
の
た
び
に
削
減
さ

れ
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
定
数
現
状
維
持
派
は
、「
議
員

を
減
ら
せ
ば
市
民
の
声
が
市
政
に

届
き
に
く
く
な
る
」、
定
数
削
減

派
は
、「
議
会
自
体
の
存
在
と
議

員
の
質
が
問
わ
れ
て
い
る
。
少
数

精
鋭
の
議
会
を
目
指
す
べ
き
」
な

ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
て
若
年
層
の
立
候

補
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど

の
話
で
あ
っ
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
い
て
は
、
南
九

州
市
議
会
と
田
川
市
議
会
に
お
い

て
は
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
て
、

便
利
な
ツ
ー
ル
と
し
て
利
活
用
さ

れ
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
よ
る
事
務

の
効
率
化
と
経
費
削
減
が
図
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
今
回
の
調
査
を
参
考
と
し
て
、

今
後
の
検
討
課
題
の
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

須恵町議会

田川市議会

行政調査報告

１
月
23
日
〜
25
日

福
岡
県 

須
恵
町
議
会

【
調
査
項
目
】

　
・
議
会
だ
よ
り
の
取
り
組
み
状
況

　
須
恵
町
議
会
の
「
議
会
だ
よ

り
」
は
、
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
何
度
も
上
位
の
表
彰

を
受
け
て
お
り
、
優
秀
な
広
報

編
集
特
別
委
員
会
で
あ
る
。

　
円
卓
の
テ
ー
ブ
ル
前
に
テ
レ

ビ
モ
ニ
タ
ー
が
数
台
置
い
て
あ

り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
モ
ニ
タ
ー

に
資
料
を
映
し
出
す
形
で
研
修

が
行
わ
れ
た
。

　「
市
民
の
声
を
掲
載
す
る
欄
を

設
け
た
ら
ど
う
か
」、「
写
真
を

も
っ
と
多
く
使
っ
た
ほ
う
が
読

ん
で
も
ら
い
や
す
い
」、「
余
白

が
少
な
い
。
そ
の
ペ
ー
ジ
に
活

字
が
多
す
ぎ
る
と
読
者
は
、
疲

れ
て
読
む
の
を
や
め
て
し
ま

う
」、「
表
紙
の
写
真
の
作
者
に

撮
影
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
材

し
て
掲
載
し
て
は
ど
う
か
」
な

ど
、
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ

た
。

　
今
後
の
紙
面
づ
く
り
の
参
考

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

２
月
１
日
〜
２
日

研
修
研
修
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政
府
の
子
ど
も
・
子
育

て
政
策
で
国
民
が
一
番
望
ん
で
い

る
こ
と
は
重
過
ぎ
る
教
育
費
の
負

担
軽
減
で
あ
る
。
学
校
給
食
無
償

化
を
所
得
に
関
係
な
く
、
全
て
の

子
ど
も
に
実
現
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
学
校
給
食
費
の
無
償
化

は
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
に

寄
与
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
や

子
育
て
支
援
と
し
て
有
意
義
で
あ

る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
１

億
８
千
万
円
の
費
用
捻
出
は
困
難

で
あ
る
。

　
　
　
　
高
齢
者
人
口
の
増
加
に

伴
い
、
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
の
助
成
を
求
め
る
声
が
広

が
っ
て
い
る
が
、
既
存
の
制
度
で

補
聴
器
を
購
入
し
て
い
る
人
は
ど

の
く
ら
い
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
聴
覚
障
害
に

よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
取
得
者

は
、
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
で

２
０
７
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

補
装
具
費
支
給
制
度
に
よ
る
補
聴

器
購
入
者
は
１
５
２
人
で
、
利
用

率
は
73
％
で
あ
る
。

　
　
　
　
制
度
の
対
象
外
の
人
に

対
し
、
既
存
制
度
の
見
直
し
、
市

独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
い
ろ
ん

な
角
度
か
ら
調
査
研
究
を
望
む
。

　
　
　
　
令
和
５
年
10
月
１
日
か

ら
実
施
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

は
小
規
模
事
業
者
の
経
営
悪
化
を

招
き
、
経
済
的
取
引
か
ら
除
外
さ

れ
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
思
う
が
、
自
治
体
と

し
て
何
か
支
援
す
る
方
法
は
な
い

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
装
置
導

入
費
な
ど
も
補
助
金
の
対
象
に
な

る
国
の
持
続
化
補
助
金
が
準
備
さ

れ
る
よ
う
だ
。
県
商
工
会
連
合
会

や
市
商
工
会
と
も
連
携
し
て
支
援

に
努
め
て
い
く
。

学校給食費の無償化を
議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

学
校
教
育
費
の
負
担
減
を

高
齢
者
生
活
支
援
策
を

商
工
業
者
へ
の
支
援
策
は

矢﨑　勝己 議員
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千々石町公民館新設は

　
　
　
　
小
浜
町
木
指
名
（
10
自

治
会
）
に
、
農
商
務
省
か
ら
名
代

表
者
ほ
か
３
７
５
名
に
所
有
権
移

転
さ
れ
た
山
林
・
原
野
な
ど
が
あ

り
、
そ
の
一
部
を
数
名
に
売
却
し

て
あ
る
。
当
時
の
売
買
契
約
書
に

は
「
所
有
権
移
転
は
手
続
上
未
済

に
な
る
も
固
定
資
産
税
は
買
主
が

負
担
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
本

人
が
署
名
し
て
い
る
が
、
数
年
前

か
ら
数
名
が
「
名
義
変
更
が
で
き

て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
税
は
納

付
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、

や
む
な
く
木
指
名
が
負
担
し
て
い

る
。
木
指
名
は
、
名
有
地
を
今
後

ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
の
か

苦
慮
し
て
い
る
た
め
、
次
の
３
点

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
実
質
所
有
者
に
直
接
納
税
通
知

を
出
せ
な
い
の
か
。

動
向
把
握
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
で
働
く

外
国
人
は
、
農
林
業
２
２
５
人
、

卸
小
売
業
１
６
２
人
、
製
造
業
１

３
５
人
、
漁
業
14
人
、
そ
の
他
51

人
の
合
計
５
８
７
人
で
あ
り
、
労

働
の
実
態
、
状
況
把
握
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
外
国
人
労
働
者
雇
用
の

た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
や

家
賃
補
助
の
検
討
は
で
き
な
い
の

か
。

　
　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の

既
存
事
業
拡
充
を
含
め
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ
、
効
果

的
な
の
か
研
究
し
整
理
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
要
介
護
４
・
５
の
介
護

が
必
要
な
方
を
、
１
カ
月
の
内
25

日
以
上
介
護
し
た
家
族
の
慰
労
金

が
、月
額
６
千
円
は
少
な
す
ぎ
る
。

物
価
高
騰
も
あ
る
の
で
月
額
１
万

円
に
増
額
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
要
件

緩
和
で
、
慰
労
金
・
用
品
と
も
１
千

円
増
額
し
、
月
額
７
千
円
と
な
る
。

　
　
　
　
千
々
石
町
公
民
館
は
、

開
館
か
ら
52
年
が
経
ち
老
朽
化
し

て
お
り
、
前
回
の
質
問
か
ら
、
１

年
以
上
経
過
し
た
が
、
計
画
の
進

展
は
。
市
の
建
て
替
え
、
複
合
化

の
計
画
検
討
は
時
間
が
か
か
り
す

ぎ
る
。
真
剣
に
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
。
駐
車
場
も
狭
く
他
の
場
所

で
の
建
設
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
。

　
　
　
　
　
規
模
や
駐
車
場
確

保
、
複
合
化
の
検
討
を
幅
広
い
視

点
か
ら
進
め
、
令
和
12
年
度
完
成

予
定
よ
り
も
前
倒
し
で
建
て
替
え

で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　
　
現
在
、
日
本
は
圧
倒
的

な
人
材
不
足
で
就
労
人
口
が
減
っ

て
い
る
。
市
は
人
手
不
足
解
消
の

切
り
札
と
な
る
外
国
人
労
働
者
の

②
名
有
地
を
市
で
買
い
上
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

③
市
に
寄
附
を
申
し
入
れ
た
場
合

の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
①
地
方
税
法
に
よ

り
、
登
記
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に

課
税
す
る
。②
公
共
事
業
な
ど
で

活
用
の
見
込
み
が
な
い
土
地
は
現

在
購
入
し
て
い
な
い
。③
公
用
、

公
共
用
に
活
用
が
見
込
ま
れ
、
か

つ
、
名
義
変
更
や
抵
当
権
な
ど
係

争
の
原
因
に
な
る
恐
れ
が
な
い
物

件
に
つ
い
て
は
総
合
的
に
判
断
す

る
。

　
　
　
　
市
の
対
応
は
当
然
だ
と

理
解
す
る
が
、
市
の
行
政
区
域
内

に
あ
る
木
指
名
が
苦
慮
し
て
い

る
、
黙
っ
て
見
て
い
る
訳
に
は
い

か
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
令
和
５
年
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
る
法
務
省
の
所
有
者
不
明

土
地
の
解
消
に
向
け
た
制
度
見
直

し
に
よ
り
解
決
に
向
か
う
可
能
性

が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
質
問
の
趣
旨
も
十
分

理
解
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
調
査
、
研
究
す
る
。

固定資産税のあり方
議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

外
国
人
労
働
者
雇
用
対
策

介
護
慰
労
金
の
増
額
を

元村　康一 議員

教
育
長

財
務
部
長

山本  松一 議員
（会派：新たな風）

（会派：市民の会）

観
光
商
工
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

観
光
商
工
部
長

坂本  弘樹 議員

　
　
　
　

　
　
　
　
長
崎
県
動
物
の
愛
護
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
。
こ

の
第
12
条
に
飼
い
主
の
い
な
い
猫

に
給
餌
及
び
給
水
を
行
う
者
は
、

不
妊
ま
た
は
去
勢
の
措
置
が
実
施

さ
れ
て
い
る
猫
を
対
象
と
し
、
汚

物
等
の
適
正
な
処
理
を
行
う
こ
と

が
規
定
さ
れ
た
。
市
と
し
て
地
域

猫
活
動
を
強
く
推
進
し
、
地
域
猫

以
外
の
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対

す
る
不
妊
・
去
勢
手
術
費
助
成
が

で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
は
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る
不
妊
・

去
勢
手
術
費
の
助
成
と
し
て
地
域

猫
活
動
推
進
事
業
を
設
け
て
い

る
。

　
こ
の
事
業
は
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
過
剰
繁
殖
や
糞
尿
被
害
な
ど

を
防
止
す
る
た
め
、
不
妊
・
去
勢

手
術
の
実
施
や
餌
の
管
理
、
排
泄

物
の
処
理
な
ど
を
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
行
う
際
に
、
不
妊
・

去
勢
手
術
費
を
全
額
、
県
が
負
担

す
る
事
業
で
あ
り
、
一
番
有
効
な

手
段
と
考
え
る
。
し
か
し
、
現
実

問
題
と
し
て
地
域
猫
に
な
ら
な
い

野
良
猫
が
生
息
し
、
糞
尿
や
過
剰

繫
殖
に
よ
り
住
民
の
生
活
環
境
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
事
例
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
そ
の
よ

う
な
猫
に
対
す
る
不
妊
・
去
勢
手

術
費
助
成
実
現
に
向
け
、
ま
ず
は
、

島
原
獣
医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
協
議
を
し
た
い
と
考
え
る
。

野良猫不妊手術費助成
議
員

野
良
猫
に
対
す
る
不
妊
手
術

助
成
を

環
境
水
道
部
長
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政
府
の
子
ど
も
・
子
育

て
政
策
で
国
民
が
一
番
望
ん
で
い

る
こ
と
は
重
過
ぎ
る
教
育
費
の
負

担
軽
減
で
あ
る
。
学
校
給
食
無
償

化
を
所
得
に
関
係
な
く
、
全
て
の

子
ど
も
に
実
現
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
学
校
給
食
費
の
無
償
化

は
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
に

寄
与
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
や

子
育
て
支
援
と
し
て
有
意
義
で
あ

る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
１

億
８
千
万
円
の
費
用
捻
出
は
困
難

で
あ
る
。

　
　
　
　
高
齢
者
人
口
の
増
加
に

伴
い
、
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
の
助
成
を
求
め
る
声
が
広

が
っ
て
い
る
が
、
既
存
の
制
度
で

補
聴
器
を
購
入
し
て
い
る
人
は
ど

の
く
ら
い
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
聴
覚
障
害
に

よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
取
得
者

は
、
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
で

２
０
７
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

補
装
具
費
支
給
制
度
に
よ
る
補
聴

器
購
入
者
は
１
５
２
人
で
、
利
用

率
は
73
％
で
あ
る
。

　
　
　
　
制
度
の
対
象
外
の
人
に

対
し
、
既
存
制
度
の
見
直
し
、
市

独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
い
ろ
ん

な
角
度
か
ら
調
査
研
究
を
望
む
。

　
　
　
　
令
和
５
年
10
月
１
日
か

ら
実
施
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

は
小
規
模
事
業
者
の
経
営
悪
化
を

招
き
、
経
済
的
取
引
か
ら
除
外
さ

れ
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
思
う
が
、
自
治
体
と

し
て
何
か
支
援
す
る
方
法
は
な
い

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
装
置
導

入
費
な
ど
も
補
助
金
の
対
象
に
な

る
国
の
持
続
化
補
助
金
が
準
備
さ

れ
る
よ
う
だ
。
県
商
工
会
連
合
会

や
市
商
工
会
と
も
連
携
し
て
支
援

に
努
め
て
い
く
。

学校給食費の無償化を
議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

学
校
教
育
費
の
負
担
減
を

高
齢
者
生
活
支
援
策
を

商
工
業
者
へ
の
支
援
策
は

矢﨑　勝己 議員
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千々石町公民館新設は

　
　
　
　
小
浜
町
木
指
名
（
10
自

治
会
）
に
、
農
商
務
省
か
ら
名
代

表
者
ほ
か
３
７
５
名
に
所
有
権
移

転
さ
れ
た
山
林
・
原
野
な
ど
が
あ

り
、
そ
の
一
部
を
数
名
に
売
却
し

て
あ
る
。
当
時
の
売
買
契
約
書
に

は
「
所
有
権
移
転
は
手
続
上
未
済

に
な
る
も
固
定
資
産
税
は
買
主
が

負
担
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
本

人
が
署
名
し
て
い
る
が
、
数
年
前

か
ら
数
名
が
「
名
義
変
更
が
で
き

て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
税
は
納

付
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、

や
む
な
く
木
指
名
が
負
担
し
て
い

る
。
木
指
名
は
、
名
有
地
を
今
後

ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
の
か

苦
慮
し
て
い
る
た
め
、
次
の
３
点

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
実
質
所
有
者
に
直
接
納
税
通
知

を
出
せ
な
い
の
か
。

動
向
把
握
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
で
働
く

外
国
人
は
、
農
林
業
２
２
５
人
、

卸
小
売
業
１
６
２
人
、
製
造
業
１

３
５
人
、
漁
業
14
人
、
そ
の
他
51

人
の
合
計
５
８
７
人
で
あ
り
、
労

働
の
実
態
、
状
況
把
握
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
外
国
人
労
働
者
雇
用
の

た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
や

家
賃
補
助
の
検
討
は
で
き
な
い
の

か
。

　
　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の

既
存
事
業
拡
充
を
含
め
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ
、
効
果

的
な
の
か
研
究
し
整
理
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
要
介
護
４
・
５
の
介
護

が
必
要
な
方
を
、
１
カ
月
の
内
25

日
以
上
介
護
し
た
家
族
の
慰
労
金

が
、月
額
６
千
円
は
少
な
す
ぎ
る
。

物
価
高
騰
も
あ
る
の
で
月
額
１
万

円
に
増
額
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
要
件

緩
和
で
、
慰
労
金
・
用
品
と
も
１
千

円
増
額
し
、
月
額
７
千
円
と
な
る
。

　
　
　
　
千
々
石
町
公
民
館
は
、

開
館
か
ら
52
年
が
経
ち
老
朽
化
し

て
お
り
、
前
回
の
質
問
か
ら
、
１

年
以
上
経
過
し
た
が
、
計
画
の
進

展
は
。
市
の
建
て
替
え
、
複
合
化

の
計
画
検
討
は
時
間
が
か
か
り
す

ぎ
る
。
真
剣
に
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
。
駐
車
場
も
狭
く
他
の
場
所

で
の
建
設
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
。

　
　
　
　
　
規
模
や
駐
車
場
確

保
、
複
合
化
の
検
討
を
幅
広
い
視

点
か
ら
進
め
、
令
和
12
年
度
完
成

予
定
よ
り
も
前
倒
し
で
建
て
替
え

で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　
　
現
在
、
日
本
は
圧
倒
的

な
人
材
不
足
で
就
労
人
口
が
減
っ

て
い
る
。
市
は
人
手
不
足
解
消
の

切
り
札
と
な
る
外
国
人
労
働
者
の

②
名
有
地
を
市
で
買
い
上
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

③
市
に
寄
附
を
申
し
入
れ
た
場
合

の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
①
地
方
税
法
に
よ

り
、
登
記
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に

課
税
す
る
。②
公
共
事
業
な
ど
で

活
用
の
見
込
み
が
な
い
土
地
は
現

在
購
入
し
て
い
な
い
。③
公
用
、

公
共
用
に
活
用
が
見
込
ま
れ
、
か

つ
、
名
義
変
更
や
抵
当
権
な
ど
係

争
の
原
因
に
な
る
恐
れ
が
な
い
物

件
に
つ
い
て
は
総
合
的
に
判
断
す

る
。

　
　
　
　
市
の
対
応
は
当
然
だ
と

理
解
す
る
が
、
市
の
行
政
区
域
内

に
あ
る
木
指
名
が
苦
慮
し
て
い

る
、
黙
っ
て
見
て
い
る
訳
に
は
い

か
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
令
和
５
年
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
る
法
務
省
の
所
有
者
不
明

土
地
の
解
消
に
向
け
た
制
度
見
直

し
に
よ
り
解
決
に
向
か
う
可
能
性

が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
質
問
の
趣
旨
も
十
分

理
解
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
調
査
、
研
究
す
る
。

固定資産税のあり方
議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

外
国
人
労
働
者
雇
用
対
策

介
護
慰
労
金
の
増
額
を

元村　康一 議員

教
育
長

財
務
部
長

山本  松一 議員
（会派：新たな風）

（会派：市民の会）

観
光
商
工
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

観
光
商
工
部
長

坂本  弘樹 議員

　
　
　
　

　
　
　
　
長
崎
県
動
物
の
愛
護
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
。
こ

の
第
12
条
に
飼
い
主
の
い
な
い
猫

に
給
餌
及
び
給
水
を
行
う
者
は
、

不
妊
ま
た
は
去
勢
の
措
置
が
実
施

さ
れ
て
い
る
猫
を
対
象
と
し
、
汚

物
等
の
適
正
な
処
理
を
行
う
こ
と

が
規
定
さ
れ
た
。
市
と
し
て
地
域

猫
活
動
を
強
く
推
進
し
、
地
域
猫

以
外
の
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対

す
る
不
妊
・
去
勢
手
術
費
助
成
が

で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
は
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る
不
妊
・

去
勢
手
術
費
の
助
成
と
し
て
地
域

猫
活
動
推
進
事
業
を
設
け
て
い

る
。

　
こ
の
事
業
は
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
過
剰
繁
殖
や
糞
尿
被
害
な
ど

を
防
止
す
る
た
め
、
不
妊
・
去
勢

手
術
の
実
施
や
餌
の
管
理
、
排
泄

物
の
処
理
な
ど
を
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
行
う
際
に
、
不
妊
・

去
勢
手
術
費
を
全
額
、
県
が
負
担

す
る
事
業
で
あ
り
、
一
番
有
効
な

手
段
と
考
え
る
。
し
か
し
、
現
実

問
題
と
し
て
地
域
猫
に
な
ら
な
い

野
良
猫
が
生
息
し
、
糞
尿
や
過
剰

繫
殖
に
よ
り
住
民
の
生
活
環
境
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
事
例
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
そ
の
よ

う
な
猫
に
対
す
る
不
妊
・
去
勢
手

術
費
助
成
実
現
に
向
け
、
ま
ず
は
、

島
原
獣
医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
協
議
を
し
た
い
と
考
え
る
。

野良猫不妊手術費助成
議
員

野
良
猫
に
対
す
る
不
妊
手
術

助
成
を

環
境
水
道
部
長
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市
民
か
ら
は
、
子
ど
も

が
遊
べ
る
場
所
を
求
め
る
声
が
大

き
い
が
、「
全
天
候
型
子
ど
も
の

遊
び
場
」
設
置
の
計
画
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
度
に

基
本
計
画
の
策
定
、
令
和
６
年
度

に
実
施
設
計
、
令
和
８
年
度
に
施

設
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。
市

民
の
関
心
も
大
き
い
と
考
え
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
前
倒
し
を
含
め
、

可
能
な
限
り
早
期
の
施
設
開
設
に

努
め
る
。

　
　
　
　
結
婚
に
対
す
る
支
援
や

新
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
展

開
し
、
出
生
数
の
増
加
を
目
指
し

て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や

課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
結
婚
・
出
産
に
対
す
る

支
援
は
、
県
内
自
治
体
の
中
で
も

最
も
手
厚
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
市
が
さ
ら
に
飛
躍
す
る
た

め
に
は
、
現
行
制
度
の
分
析
や
効

果
検
証
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的

な
施
策
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
婚
姻
数
お
よ

び
出
生
数
は
、
合
併
後
の
平
成
18

年
か
ら
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た

が
、
共
に
令
和
２
年
で
下
げ
止
ま

り
、
令
和
３
年
か
ら
増
加
に
転
じ

て
い
る
。

他
の
質
問

 

・
消
防
団
組
織
の
現
状
と
支
援

 

・
雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
産
品
等
の
海
外

　
展
開

 

・
各
産
業
に
お
け
る
人
材
確
保
と

　
育
成

 

・
市
内
高
校
の
魅
力
あ
る
学
校
づ

　
く
り
と
未
来
を
担
う
人
材
づ
く

　
り
へ
の
支
援

子どもの遊び場の設置
議
員

議
員

市
長

安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る

深堀　善彰 議員

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
活

動
の
、
今
後
の
部
活
動
地
域
移
行

に
つ
い
て
説
明
を
。

　
　
　
　
　
　
部
活
動
が
少
子
化

に
よ
り
部
員
不
足
、
競
技
専
門
性

の
高
い
教
員
不
足
や
学
校
の
働
き

方
改
革
の
推
進
で
様
々
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
。
国
の
有
識
者
会
議

に
お
い
て
、
将
来
に
子
ど
も
達
の

持
続
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推

進
す
る
た
め
に
、
令
和
７
年
度
を

め
ど
に
生
徒
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
な
い
新
た
な
仕
組
み
を
、

ま
ず
は
土
日
の
部
活
動
か
ら
推
進

し
て
い
く
と
い
う
提
言
が
あ
っ

た
。
本
市
に
お
い
て
も
地
域
部
活

動
の
在
り
方
を
研
究
し
、
移
行
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

　
　
　
　
部
活
動
で
提
案
し
た
い

の
が
、市
内
を
走
っ
て
い
る「
チ
ョ

イ
ソ
コ
う
ん
ぜ
ん
」
を
子
ど
も
達

の
移
動
に
活
用
で
き
な
い
の
か
。

利
用
料
や
時
間
帯
も
議
論
が
必
要

で
あ
る
が
検
討
し
て
欲
し
い
。
ま

た
、
休
眠
預
金
活
用
事
業
の
活
用

は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
当
該
事
業
の
目

的
で
あ
る
部
活
動
等
に
関
す
る
生

徒
の
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
て

は
、
事
業
構
築
を
見
据
え
て
市
内

タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
参
加
意
向
を

示
し
て
い
る
。
事
業
採
択
に
向
け

て
教
育
委
員
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら
、
子
ど

も
達
の
移
送
を
含
め
、
持
続
可
能

な
地
域
交
通
の
確
立
と
な
る
よ
う

対
応
を
図
っ
て
い
く
。

部活動地域移行とは
議
員

議
員

平野　利和 議員

教
育
次
長

総
務
部
次
長

総
務
部
次
長

上田  篤 議員

　
　
　
　

　
　
　
　
福
祉
医
療
費
の
拡
充
方

針
（
子
ど
も
の
定
義
を
高
校
生
ま

で
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
は
医

療
費
の
窓
口
負
担
を
８
０
０
円
ま

で
と
す
る
現
物
給
付
方
式
と
す

る
）
を
支
持
し
、
市
長
の
決
断
に

敬
意
を
表
す
る
。
国
保
制
度
は
、

か
つ
て
は
農
家
と
自
営
業
者
の
、

今
で
は
無
職
と
非
正
規
労
働
者
の

保
険
と
な
っ
た
。
加
入
世
帯
の
所

得
は
大
き
く
減
り
、
滞
納
の
増
加

は
当
然
だ
が
、
資
格
証
明
書
し
か

な
い
場
合
、
病
院
受
診
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
　
　
国
保
の
資
格
証
明
書

は
、
納
付
期
限
か
ら
１
年
以
上
納

付
し
な
い
滞
納
者
に
対
し
、
保
険

料
の
適
切
な
納
付
を
促
す
た
め
の

仕
組
み
と
し
て
国
民
健
康
保
険
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
資
格
証
明
書

を
交
付
し
た
場
合
、
医
療
機
関
の

窓
口
で
は
い
っ
た
ん
医
療
費
の
全

額
を
支
払
い
、
後
に
市
か
ら
保
険

給
付
相
当
額
の
払
い
戻
し
を
行

う
。

　
　
　
　（
２
０
０
９
年
１
月
、

日
本
共
産
党
小
池
晃
参
議
院
議
員

の
質
問
主
意
書
）そ
の
主
旨
は「
資

格
証
明
書
交
付
世
帯
で
あ
っ
て
も

医
療
を
受
け
る
必
要
が
生
じ
、
か

つ
、
医
療
機
関
に
対
す
る
医
療
費

の
一
時
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
旨

の
申
出
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当

該
世
帯
主
は
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
特
別
な
事
情
に

準
ず
る
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
独
自
の
判

断
で
短
期
保
険
証
を
交
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の
だ
。

事
務
連
絡
と
し
て
全
国
の
自
治
体

に
通
知
を
さ
れ
た
と
書
い
て
あ
る

が
、
本
市
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
雲
仙
市
で
も

同
様
の
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
。

子ども医療費現物給付
議
員

本
市
の
重
要
課
題
、
　
　
　
　

人
口
減
少
問
題
の
克
服
は

資
格
証
明
書
で
も
病
院
に

行
け
る

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

議
員

市
長

（会派：創新・公明）（会派：新たな風）

（会派：創新・公明）

人口減少問題の対処は
　
　
　
　

　
　
　
　
施
政
方
針
の
中
の
、
人

口
減
少
問
題
に
対
処
す
る
各
基
盤

整
備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

　
　
　
　
人
口
減
少
問
題
に
関
す

る
本
市
の
現
状
は
、
雲
仙
市
発
足

時
に
比
べ
て
８
９
０
２
人
、
17
・

８
％
減
少
し
て
お
り
、核
家
族
化
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
今
後

さ
ら
な
る
減
少
が
見
込
ま
れ
る
状

況
に
あ
り
非
常
に
危
機
感
を
持
っ

て
い
る
。

　
本
市
が
目
指
す
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
に
は
生
活
・
生
産
・
環

境
の
基
盤
整
備
が
特
に
重
要
で
、

人
口
減
少
問
題
の
解
消
に
向
け
て

３
つ
の
基
盤
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
効

果
的
に
稼
働
さ
せ
る
た
め
、
本
市

の
特
性
を
生
か
し
た
各
種
施
策
・

事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
た
い
。

　
　
　
　
福
祉
医
療
制
度
拡
充
の

具
体
的
な
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
医
療
制

度
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
中
学
校
卒
業
ま
で
と
し

て
い
た
対
象
年
齢
を
高
校
生
世
代

ま
で
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
乳
幼
児
の
み
実
施
の
現
物

給
付
を
小
中
学
生
ま
で
拡
充
す

る
。

　
　
　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
具
体
的
な
例

と
し
て
考
え
ら
れ
る
施
策
は
、
太

陽
光
発
電
・
蓄
電
池
セ
ッ
ト
の
購

入
費
補
助
や
事
業
所
向
け
省
エ
ネ

設
備
更
新
費
補
助
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
購
入
費
補
助
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
今
後
も
市
民
の
福
祉
向

上
に
向
け
た
執
行
部
の
た
ゆ
み
な

い
努
力
を
お
願
い
す
る
。

議
員

議
員

議
員

新
年
度
の
政
治
姿
勢

環
境
基
盤
の
整
備

生
活
基
盤
の
整
備

健
康
福
祉
部
長

環
境
水
道
部
長

大山  真一 議員

議
員

市
長



1617 雲仙市議会だより●78号（令和5年5月）雲仙市議会だより●78号（令和5年5月）

一 般 質 問 金澤市政のここが聞きたい

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
市
民
か
ら
は
、
子
ど
も

が
遊
べ
る
場
所
を
求
め
る
声
が
大

き
い
が
、「
全
天
候
型
子
ど
も
の

遊
び
場
」
設
置
の
計
画
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
度
に

基
本
計
画
の
策
定
、
令
和
６
年
度

に
実
施
設
計
、
令
和
８
年
度
に
施

設
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。
市

民
の
関
心
も
大
き
い
と
考
え
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
前
倒
し
を
含
め
、

可
能
な
限
り
早
期
の
施
設
開
設
に

努
め
る
。

　
　
　
　
結
婚
に
対
す
る
支
援
や

新
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
展

開
し
、
出
生
数
の
増
加
を
目
指
し

て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や

課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
結
婚
・
出
産
に
対
す
る

支
援
は
、
県
内
自
治
体
の
中
で
も

最
も
手
厚
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
市
が
さ
ら
に
飛
躍
す
る
た

め
に
は
、
現
行
制
度
の
分
析
や
効

果
検
証
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的

な
施
策
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
婚
姻
数
お
よ

び
出
生
数
は
、
合
併
後
の
平
成
18

年
か
ら
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た

が
、
共
に
令
和
２
年
で
下
げ
止
ま

り
、
令
和
３
年
か
ら
増
加
に
転
じ

て
い
る
。

他
の
質
問
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消
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団
組
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の
現
状
と
支
援
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雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
産
品
等
の
海
外

　
展
開

 

・
各
産
業
に
お
け
る
人
材
確
保
と

　
育
成

 

・
市
内
高
校
の
魅
力
あ
る
学
校
づ

　
く
り
と
未
来
を
担
う
人
材
づ
く

　
り
へ
の
支
援

子どもの遊び場の設置
議
員

議
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市
長

安
心
し
て
病
院
に
か
か
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る
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放
課
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ブ
活
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の
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今
後
の
部
活
動
地
域
移
行

に
つ
い
て
説
明
を
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部
活
動
が
少
子
化

に
よ
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部
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可
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等
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を
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の
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０
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す
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。
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、

今
で
は
無
職
と
非
正
規
労
働
者
の

保
険
と
な
っ
た
。
加
入
世
帯
の
所

得
は
大
き
く
減
り
、
滞
納
の
増
加

は
当
然
だ
が
、
資
格
証
明
書
し
か

な
い
場
合
、
病
院
受
診
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
　
　
国
保
の
資
格
証
明
書

は
、
納
付
期
限
か
ら
１
年
以
上
納

付
し
な
い
滞
納
者
に
対
し
、
保
険

料
の
適
切
な
納
付
を
促
す
た
め
の

仕
組
み
と
し
て
国
民
健
康
保
険
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
資
格
証
明
書

を
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付
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た
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全

額
を
支
払
い
、
後
に
市
か
ら
保
険

給
付
相
当
額
の
払
い
戻
し
を
行

う
。

　
　
　
　（
２
０
０
９
年
１
月
、

日
本
共
産
党
小
池
晃
参
議
院
議
員

の
質
問
主
意
書
）そ
の
主
旨
は「
資

格
証
明
書
交
付
世
帯
で
あ
っ
て
も

医
療
を
受
け
る
必
要
が
生
じ
、
か

つ
、
医
療
機
関
に
対
す
る
医
療
費

の
一
時
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
旨

の
申
出
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当

該
世
帯
主
は
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
特
別
な
事
情
に

準
ず
る
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
独
自
の
判

断
で
短
期
保
険
証
を
交
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の
だ
。

事
務
連
絡
と
し
て
全
国
の
自
治
体

に
通
知
を
さ
れ
た
と
書
い
て
あ
る

が
、
本
市
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
雲
仙
市
で
も

同
様
の
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
。

子ども医療費現物給付
議
員

本
市
の
重
要
課
題
、
　
　
　
　

人
口
減
少
問
題
の
克
服
は

資
格
証
明
書
で
も
病
院
に

行
け
る

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

議
員

市
長

（会派：創新・公明）（会派：新たな風）

（会派：創新・公明）

人口減少問題の対処は
　
　
　
　

　
　
　
　
施
政
方
針
の
中
の
、
人

口
減
少
問
題
に
対
処
す
る
各
基
盤

整
備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

　
　
　
　
人
口
減
少
問
題
に
関
す

る
本
市
の
現
状
は
、
雲
仙
市
発
足

時
に
比
べ
て
８
９
０
２
人
、
17
・

８
％
減
少
し
て
お
り
、核
家
族
化
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
今
後

さ
ら
な
る
減
少
が
見
込
ま
れ
る
状

況
に
あ
り
非
常
に
危
機
感
を
持
っ

て
い
る
。

　
本
市
が
目
指
す
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
に
は
生
活
・
生
産
・
環

境
の
基
盤
整
備
が
特
に
重
要
で
、

人
口
減
少
問
題
の
解
消
に
向
け
て

３
つ
の
基
盤
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
効

果
的
に
稼
働
さ
せ
る
た
め
、
本
市

の
特
性
を
生
か
し
た
各
種
施
策
・

事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
た
い
。

　
　
　
　
福
祉
医
療
制
度
拡
充
の

具
体
的
な
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
医
療
制

度
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
中
学
校
卒
業
ま
で
と
し

て
い
た
対
象
年
齢
を
高
校
生
世
代

ま
で
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
乳
幼
児
の
み
実
施
の
現
物

給
付
を
小
中
学
生
ま
で
拡
充
す

る
。

　
　
　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
具
体
的
な
例

と
し
て
考
え
ら
れ
る
施
策
は
、
太

陽
光
発
電
・
蓄
電
池
セ
ッ
ト
の
購

入
費
補
助
や
事
業
所
向
け
省
エ
ネ

設
備
更
新
費
補
助
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
購
入
費
補
助
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
今
後
も
市
民
の
福
祉
向

上
に
向
け
た
執
行
部
の
た
ゆ
み
な

い
努
力
を
お
願
い
す
る
。

議
員

議
員

議
員

新
年
度
の
政
治
姿
勢

環
境
基
盤
の
整
備

生
活
基
盤
の
整
備

健
康
福
祉
部
長

環
境
水
道
部
長

大山  真一 議員

議
員

市
長
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………………………………………………
宮中献穀事業記念碑除幕式
令和５年２月２５日（土）

　令和４年度、宮中への献穀米の献上を無事
に終えられ、同事業が吾妻町牧の内地区で実
施されたことを記念し、記念碑の除幕式が行
われました。

………………………………………………
第11回島原半島議会議員合同研修会
令和５年1月２０日（金）

　南島原市のマーキーズで開催された研修会で
は、島原振興局の主要事業について、および高
規格道路「島原道路」についてと題し、長崎県
島原振興局の朝末建設部長、小川道路第二課
長に貴重な講義をいただきました。
　今後の３市議会の活動と議員間の親交を深め
る有意義な研修となりました。

………………………………………………
国道５７号 富津防災「中心杭打ち式」
令和５年３月５日（日）

　千々石町から小浜町間に計画されている、「国
道57号富津防災」の本格的な測量着手を祝う
式典「中心杭打ち式」が開催されました。
　多くの関係者や来賓が出席される中、くい打
ちのデモンストレーションが行われました。

議会のうごき議会のうごき

………………………………………………
「メットライフ財団支援　らたん」開所式
令和５年３月２１日（火）

　生活や学習等の環境に困難を抱える子どもを
支援するため、雲仙市と「一般社団法人ひとり
親家庭福祉会ながさき」が連携し、子どもの
居場所事業に取り組むことを目的に、千々石町
の旧下峰児童館を改修した「メットライフ財団
支援　らたん」の開所式が行われました。

行政視察受入一覧
（Ｒ４.４月～Ｒ５.３月）

来
訪
来
訪

視察日 市議会名 委員会（会派） 視察内容

令和4年  7月21日 千葉県袖ヶ浦市議会 清風会（会派）
せい  ふう

りん  ぷう

し　ゆう

光り輝く雲仙魅力アップ事業
農業次世代人材投資事業

令和4年  8月  2日 長崎県西海市議会 産業建設常任委員会 基盤整備を契機として生産拡大および
人口増加を達成した八斗木地区の取り組み

令和4年10月12日愛知県岡崎市議会 民政クラブ（会派）農業施策、鳥獣被害対策

令和4年10月26日島根県松江市議会 建設環境委員会 小浜温泉バイナリー発電所

令和4年11月  8日 宮崎県えびの市議会 産業厚生常任委員会「田代原野営場」「トレイルセンター」の管理運営「雲仙BASE」の設立経緯や運用

令和4年11月14日宮崎県小林市議会 経済産業委員会 雲仙市小浜体育館建設

令和5年  1月11日 愛媛県大洲市議会 志友会（会派） 鳥獣被害対策実施隊

令和5年  1月26日 長崎県対馬市議会
議会広報
編集特別委員会 議会だよりの作成

令和5年  2月  7日 滋賀県甲賀市議会 凛風会（会派） 移住定住促進事業及び結婚支援

令和5年  3月14日
韓国
ソウル特別市
区議会長協会

区議会長協会 小浜温泉バイナリー発電所

議会の会議録は雲仙市のホームページからも見ることができます

一般質問を含む議会の会議録は、
インターネットを通じて自由に閲覧することができます。

発言者や内容により検索することができます。
令和５年第１回定例会分の掲載は、５月３１日を予定しております。

雲仙市役所ホームページ を検索

雲仙市議会 をクリック

会議録 をクリック

雲仙市議会
会議録の検索と閲覧
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開かれた議会推進のためのコミュニケーション誌

議会を傍聴してみませんか？

委 員 長　前田　 哲　　
副委員長　藤本 淳次郎
委　　員　平野 利和、上田 　篤
　　　　　林田 哲幸、山本 松一

議会広報編集特別委員会

　爽やかな季節となりました。新しい
年度が始まり１カ月、よりよいスター
トとなったことと存じます。私ども「議
会だより」を編集している委員も心機
一転張り切っております。
　今月中には、世の中の仕組みを一変
させた「新型コロナウイルス」も一般
的なインフルエンザと同等扱いとなり、
普通の生活ができるようになります。
明るい話題に飛躍の年になるのではと
期待されます。
　一方、物価高騰は、収まりを見せず
厳しい経済情勢は続きそうですが、皆
さまの暮らしの中に幸多きことを祈っ
ております。　　　　　　（前田　哲）

編　集　後　記

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、議会
広報編集特別委員会（議会事務局）までお寄せください。

お知らせ

令和４年度 雲仙ふるさと景観百選受賞作品【新緑の森で祈る／撮影場所：瑞穂町】

６月5日（月）～
　 ６月30日（金）です

令和５年第2回雲仙市議会定例会の
会期日程（案）は

■一般質問　６月１５日（木）～ ６月２０日（火）
■議案質疑　６月２１日（水）
■委員会　　文教厚生常任委員会
　　　　　　６月２２日（木）
　　　　　　産業建設常任委員会
　　　　　　６月２２日（木）・２３日（金）
　　　　　　総務常任委員会
　　　　　　６月２３日（金）

～あなたの声をお聞かせください～
　市民の皆さまにおかれましては、平素より雲仙市
議会にご関心をお寄せいただき、厚くお礼申し上げ
ます。
　昨今、地方議会選挙における投票率の低下、無投票
や若者と女性の議員が少ないなどの課題があります。
　このような状況のもと、雲仙市議会では、議会活
性化特別委員会を設置し、議会活動の活性化や議員
の定数・報酬など調査・研究を行っております。
　その一環として、このたび市民の皆さまにアン
ケートを実施することにしました。
　ご面倒をおかけしますが、本アンケートの趣旨を
ご理解いただき、回答にご協力くださいますようよ
ろしくお願いします。

※一般質問の日程は、質問者数など
により変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、
議場へ足をお運びください。主な内容主な内容

P２ 令和５年度事業 ピックアップ
P9 常任委員会報告
P13 市政を問う「一般質問」

P19 議会のうごき
P20 雲仙市議会に関する

市民アンケート

令和５年５月
議会活性化特別委員会

アンケートの回答方法

令和5年5月1日から5月31日まで

①　下の二次元コードをタブレットや
スマートフォンで読み込むと、アン
ケート回答ページが開き、回答がで
きます。

②　上記の二次元コードで回答できな
い方は、市役所、各総合支所にアン
ケート用紙を設置しますので、鉛筆
か黒のボールペンで記入して、「アン
ケート回収箱」へ投函してください。

アンケート実施期間

アンケート
二次元コード


